
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集　

第
四
十
三
號　

平
成
二
十
四
年
十
月

三
〇
三

　
　

問
題
の
所
在

　

道
元
禅
師
が
受
容
し
た
経
論
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、

『
法
華
経
』
と
天
台
教
学
の
各
典
籍
で
あ
ろ
う
。
特
に
禅
師
の
著
述
に

お
い
て
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』（
以
下
『
輔
行
』）
の
引
用
は
論
書
と

し
て
最
も
多
い
。
従
っ
て
、
著
者
荊
渓
湛
然
の
見
解
が
禅
師
に
与
え
た

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
『
輔
行
』
の
次
に
引
用
が

多
い
論
書
は
『
大
智
度
論
』（
以
下
、『
大
論
』）
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

　

周
知
の
通
り
『
大
論
』
は
般
若
空
の
思
想
を
基
本
的
な
立
場
と
し
、

諸
法
実
相
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
一
書
で
あ
る
。
ま
た
、
六
波
羅
蜜
や

大
乗
の
菩
薩
思
想
な
ど
、
宗
教
的
実
践
の
解
明
に
努
め
て
い
る
書
で
も

あ
り
、
種
々
の
学
説
や
用
例
、
仏
教
史
的
伝
説
か
ら
実
践
規
定
に
至
る

ま
で
解
説
し
て
お
り
、「
仏
教
百
科
事
典
」
と
評
さ
れ
る
論
書
で
あ
る
。

当
書
は
『
中
論
』
と
並
ん
で
龍
樹
の
代
表
作
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る

も
の
で
、
印
度
・
中
国
・
日
本
の
仏
教
に
与
え
た
為
、
龍
樹
は
「
八
宗

の
祖
師
」
と
仰
が
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
大
論
』
は
道
元
禅
師
と
の
関
係
に
於
い
て
、
特

に
取
り
立
て
て
問
題
と
さ
れ
て
き
て
い
な
い
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ

う
に
禅
師
の
『
大
論
』
か
ら
の
引
用
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の

だ
け
で
も
十
六
例
に
お
よ
ぶ）

（
（

。
ま
た
、
第
一
次
の
出
典
と
し
て
『
大

論
』
が
規
定
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、『
輔
行
』
や
他
の
論
書
を
介
し
た

孫
引
き
も
数
例
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
『
輔
行
』
な
ど
か
ら
の
孫
引
き

を
含
め
る
と
十
九
例
と
な
る
。
そ
の
引
用
の
多
く
が
、
十
二
巻
本
『
正

法
眼
蔵
』
に
見
ら
れ
る
事
は
一
つ
の
特
徴
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
ま
ず
始
め
に
禅
師
に
お
け
る
『
大
論
』
の
依
用
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
続
い
て
『
正
法
眼
蔵
』
を
中
心
に
、『
大
智
度
論
』
と

「
三
昧
」
に
つ
い
て
論
考
し
た
い
。

　
　
　
道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―

永
　
　
井
　
　
賢
　
　
隆　
　
　



道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―
（
永
井
）

三
〇
四

　
　

著
述
に
お
け
る
『
大
智
度
論
』
の
依
用
実
態

　

次
の
表
は
『
正
法
眼
蔵
』
を
は
じ
め
と
し
た
道
元
禅
師
の
著
述
に
お

け
る
『
大
論
』
の
引
用
を
示
し
た
も
の
で
あ
る）

（
（

。

著
述

　

事
項

　

大
智
度
論

止
観
輔
行
伝
弘
決
『
大

正
』
四
六
巻

そ
の
他
出
典

成
立
年
代

　
　

備
考
①　

備
考
②　

　

七
十
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』

「
行
持
下
」
巻

無
量
恒
河
沙
の
身
命
巻
九
八
「
陀
波
崙
品
」

『
摩
訶
止
観
』
巻
一
上

一
二
四
二
年
書

「
伝
衣
」
巻

無
量
恒
河
沙
の
身
命
巻
九
八
「
陀
波
崙
品
」

『
摩
訶
止
観
』
巻
一
上

「
三
十
七
品
菩
提
分
法
」
巻
仏
法
大
海

巻
一
「
如
是
我
聞
一
時
釈
論
」

一
二
四
四
年
二
月
二
四
日
示
衆

「
三
昧
王
三
昧
」
巻

若
結
跏
趺
坐

巻
七
「
放
光
釈
論
」

一
二
四
四
年
二
月
十
五
日
示

衆
・
書
写

先
師
古
仏
云

　
　

同

以
是
故
結
跏
趺
坐

巻
七
「
放
光
釈
論
」

「
出
家
」
巻

酔
婆
羅
門

巻
一
三
「
戒
相
義
」

※
巻
二
・
二
一
二
頁

一
二
四
六
年
示
衆

大
論
十
三
曰

十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』

「
出
家
功
徳
」
巻

出
家
功
徳

巻
七
「
讃
尸
羅
波
羅
蜜
義
」

一
二
五
五
年
書
写

龍
樹
菩
薩
言

　
　

同

酔
婆
羅
門

巻
一
三
「
戒
相
義
」

※
巻
二
・
二
一
二
頁

「
袈
裟
功
徳
」
巻

出
家
功
徳

巻
七
「
讃
尸
羅
波
羅
蜜
義
」

一
二
四
〇
年
示
衆
、
一
二
五

五
年
書
写

龍
樹
祖
師
曰

「
発
菩
提
心
」
巻

た
と
ひ
生
ず
れ
ど
も
巻
三
五
「
第
二
報
鉢
品
」

『
涅
槃
経
』
聖
行
品

一
二
四
四
年
二
月
一
四
日
示
衆

　
　

同

魔
有
四
種

巻
六
八
「
釈
顧
視
品
」

「
供
養
諸
仏
」
巻

三
阿
僧
祇
香
供
養

巻
四
「
菩
薩
釋
論
」

『
倶
舎
論
』
巻
一
八

一
二
五
五
年
書
写

　
　

同

瓦
師
な
り

巻
三
「
住
王
舍
城
釈
論
」

　
　

同

捻
香
小
因
大
果

巻
七
「
放
光
釈
論
」

※
巻
四
・
二
五
二
頁

龍
樹
祖
師
曰

　
　

同

諸
仏
恭
敬
法

巻
一
〇
「
十
方
諸
菩
薩
来
釈

論
の
余
」

龍
樹
祖
師
曰
先
師
の
室
に

し
て
夜
話
を

聞
く
。



道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―
（
永
井
）

三
〇
五

「
帰
依
仏
法
僧
宝
」
巻

牛
戒
鹿
戒

巻
二
二
「
八
念
義
」

一
二
五
五
年
書
写

「
深
信
因
果
」
巻

破
世
間
因
果

巻
一
八
「
般
若
波
羅
蜜
」

※
『
摩
訶
止
観
』
巻
三

一
二
五
五
年
書
写

龍
樹
祖
師
云

「
三
時
業
」
巻

迦
葉
波
仏

巻
七
「
讃
尸
羅
波
羅
蜜
義
」

一
二
五
三
年
三
月
九
日
書
写

　
　

同

舎
利
弗
・
目
犍
連

巻
一
四
「
尸
羅
波
羅
蜜
義
」

『
雑
宝
蔵
経
』
巻
三
『
雑

阿
含
』
巻
四
八
『
十
誦

律
』
巻
三
七

　
　

同

四
禅
比
丘
臨
命
終

巻
一
七
「
禅
波
羅
密
」

「
四
馬
」
巻

快
馬
見
鞭
影

巻
一
「
縁
起
義
釈
論
」

※
『
法
華
玄
義
』
巻
一

一
二
五
五
年
書
写

龍
樹
祖
師
曰

「
四
禅
比
丘
」
巻

四
禅
比
丘

巻
一
七
「
禅
波
羅
密
」

一
二
五
五
年
書
写

龍
樹
祖
師
曰

　
　

同

舎
利
弗
の
智
慧

巻
一
一
「
舍
利
弗
因
縁
」

　
　

同

大
阿
羅
漢

巻
五
「
摩
訶
薩
埵
釈
論
」

龍
樹
菩
薩
云

　
　

同

論
力
外
道

巻
一
八
「
般
若
波
羅
蜜
」

※
巻
十
・
四
四
〇
頁

　
　

同

長
爪
梵
志

巻
一
「
縁
起
義
釈
論
」

別
輯

「
仏
道
」
巻

第
三
生
に
得
道

巻
一
三
「
戒
相
義
」

『
永
平
広
録
』
二

先
世
作
瓦
師

巻
三
「
住
王
舍
城
釈
論
」

『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻

十
五

一
二
四
四
年
七
月
～
一
二
四

六
年
六
月

『
永
平
広
録
』
四

諸
法
因
縁
生

巻
一
一
「
舎
利
弗
因
縁
」

一
二
四
六
年
六
月
以
降

『
永
平
広
録
』
五

仏
坐
入
禅
定

巻
二
一
「
八
念
義
」

一
二
四
六
年
六
月
以
降

『
永
平
広
録
』
六

小
阿
蘭
若

巻
一
五
「
毘
梨
耶
波
羅
蜜
義
」

一
二
四
六
年
六
月
以
降

先
師
天
童
云

　
　

同

毒
箭
喩

巻
一
五
「
羼
提
波
羅
蜜
法
忍

義
」

『
永
平
広
録
』
七

坐
禅
人
皆
住
深
山

巻
一
七
「
禅
波
羅
密
」

一
二
四
六
年
六
月
以
降

龍
樹
祖
師
云

　
　

同

坐
禅
則
諸
仏
之
法

巻
一
七
「
禅
波
羅
密
」

龍
樹
祖
師
曰
師
云
、
龍
樹

祖
師
既
恁
麼

道
。



道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―
（
永
井
）

三
〇
六

　

こ
こ
で
示
し
た
よ
う
に
、
そ
の
著
述
・
説
示
中
に
『
大
論
』
は
四
十

二
例
依
用
さ
れ
て
い
る）

（
（

。
そ
の
内
、
二
十
例
が
十
二
巻
本
『
正
法
眼

蔵
』
で
あ
り
、
引
用
も
長
文
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る）

（
（

。
ま
た
『
宝

慶
記
』
に
お
け
る
引
用
は
、
そ
の
全
て
が
如
浄
の
言
葉
で
あ
り
、
道
元

禅
師
自
身
が
取
捨
し
、
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
一
言
し
て
お
か

ね
ば
な
る
ま
い
。

　

示
衆
や
撰
述
時
期
が
不
明
な
も
の
も
多
い
が
、『
大
論
』
が
依
用
さ

れ
た
著
述
は
、『
宝
慶
記
』、「
行
持
下
」
巻
、「
袈
裟
功
徳
」
巻
を
除
け

ば
、
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
年
）
以
降
に
多
く
見
ら
れ
る
。
異
例
と
し

て
挙
げ
た
『
宝
慶
記
』
は
、
入
宋
中
の
も
の
で
有
る
な
ら
ば
当
然
の
事

で
あ
ろ
う
。「
行
持
下
」
巻
も
単
語
の
引
用
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、『
摩

訶
止
観
』
に
同
様
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
出
典
を
『
大

論
』
と
措
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
「
袈
裟
功
徳
」
巻

の
示
衆
は
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
年
）
で
あ
る
が
、
懐
奘
に
よ
っ
て
書

写
さ
れ
た
の
は
禅
師
示
寂
三
年
の
後
で
あ
る
。
示
寂
ま
で
の
十
三
年
間

に
推
敲
・
校
訂
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う）

（
（

。「
供
養
諸
仏
」
巻
で

は
、
如
浄
の
夜
話
に
て
『
大
論
』
を
典
拠
と
す
る
説
話
を
聞
い
た
が
、

「
の
ち
に
は
智
論
の
文
に
む
か
う
て
こ
れ
を
撿
挍）

（
（

」
し
た
と
伝
え
る
。

こ
の
「
の
ち
に
は
」
が
い
つ
の
時
期
か
明
ら
か
で
は
無
い
が
、
引
用
実

態
か
ら
す
る
と
入
宋
中
や
帰
朝
直
後
で
は
な
く
、
晩
年
の
事
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

（
（

。

　

と
こ
ろ
で
禅
師
に
お
け
る
龍
樹
の
評
価
に
つ
い
て
い
え
ば
、
十
二
巻

本
『
正
法
眼
蔵
』「
発
菩
提
心
」
巻
に
、

こ
れ
ひ
と
り
龍
樹
祖
師
菩
薩
の
所
説
と
い
ふ
と
も
、
帰
命
し
た
て

ま
つ
る
べ
し
。
い
か
に
い
は
ん
や
大
師
釈
迦
牟
尼
仏
の
説
を
、
龍

樹
祖
師
、
正
伝
、
挙
揚
し
ま
し
ま
す
と
こ
ろ
な
り
。（
春
秋
社
版

『
道
元
禅
師
全
集
』
二
巻
、
三
五
八
頁
、
以
下
、『
全
集
』。）

と
あ
る
よ
う
に
、
単
に
伝
灯
歴
代
祖
師
の
一
人
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

　
　

同

羅
睺
羅
阿
修
羅
王

巻
一
〇
「
十
方
諸
菩
薩
来
釈

論
の
余
」

『
知
事
清
規
』

仏
法
大
海

巻
一
「
如
是
我
聞
一
時
釈
論
」

一
二
四
六
年
六
月
一
五
日
撰
述

　
　

同

捻
香
小
因
大
果

巻
七
「
仏
土
願
釈
論
」

※
巻
四
・
二
五
二
頁

龍
樹
祖
師
曰

『
宝
慶
記
』

離
五
欲
離
五
蓋

巻
一
七
「
禅
波
羅
密
」

巻
四
・
二
六
二
頁

『
摩
訶
止
観
』
巻
四

　
　

同

羅
漢
支
仏
之
坐
禅

巻
一
七
「
禅
波
羅
密
」

　
　

同

空
拳
誑
小
児

巻
一
九
「
三
十
七
品
義
」

　
　

同

深
山
幽
谷

巻
一
七
「
禅
波
羅
密
」

　
　

同

初
心
得
道

巻
七
五
「
灯
喩
品
」

※
巻
一
・
一
七
八
頁

『
摩
訶
止
観
』
巻
一



道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―
（
永
井
）

三
〇
七

釈
尊
の
法
を
一
人
挙
揚
し
、
解
き
明
か
し
た
一
大
祖
師
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る）

（
（

。
ま
た
、「
仏
性
」
巻
で
は
、

か
な
し
む
べ
し
、
大
宋
一
国
の
在
家
・
出
家
、
い
づ
れ
の
一
箇
も

龍
樹
の
こ
と
ば
を
き
か
ず
、
し
ら
ず
、
提
婆
の
道
を
通
せ
ず
、
み

ざ
る
こ
と
。（『
全
集
』
一
巻
、
三
一
頁
）

と
、
釈
尊
の
法
を
一
人
挙
揚
し
、
解
き
明
か
し
た
一
大
祖
師
と
し
て
自

ら
が
評
価
し
て
い
る
龍
樹
も
、
宋
国
に
お
い
て
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
嘆
き
、
龍
樹
を
理
解
し
な
い
者
の
具
体
例
と
し
て
、
育
王
山
の
知

客
と
の
や
り
取
り
を
挙
げ
批
判
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
備
考
②
」
に
記
し
た
よ
う
に
、『
大
論
』
の
引
用
の
前
後
に
、

如
浄
の
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る
事
例
が
数
例
見
受
け
ら
れ
る
。
数
と
し

て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
龍
樹
の
評
価
は
、『
宝

慶
記
』
に
お
け
る
如
浄
の
説
示
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

特
に
身
心
脱
落
に
関
係
す
る
「
離
五
欲
離
五
蓋
」
と
、「
羅
漢
支
仏
之

坐
禅
」
に
『
大
論
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う）

（
（

。
ま

た
如
浄
は
『
宝
慶
記
』
の
「
三
障
」
に
対
す
る
「
拝
問
」
に
対
し
「
如

龍
樹
等
祖
師
之
説
、
須
保
任
也
。
不
可
有
異
途
之
説
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
一
文
を
踏
ま
え
る
と
、
禅
師
の
龍
樹
へ
の
評
価
の
高
さ
は
、
如
浄

の
影
響
も
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

如
浄
か
ら
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
年
）
に
、

『
如
浄
語
録
』
が
も
た
ら
さ
れ
た
事）

（（
（

も
、
引
用
時
期
が
寛
元
二
年
以
降

に
集
中
し
て
い
る
事
の
一
因
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
如
浄

語
録
』
到
来
を
機）
（（
（

に
、
あ
る
種
の
内
面
的
変
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
指

摘
が
あ
り）

（（
（

、
そ
の
変
化
の
影
響
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
ま
た
鏡
島
氏
が
、『
如
浄
語
録
』
を
通
し
て
見
た
如
浄
像
は
、『
宝

慶
記
』
を
通
し
て
見
た
如
浄
像
と
異
な
り
、
宋
朝
禅
者
と
し
て
の
面
が

押
し
出
さ
れ
て
く
る）
（（
（

、
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
如
浄
語
録
』
の

伝
え
る
如
浄
像
が
、
道
元
禅
師
が
否
定
す
る
宋
朝
禅
者
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
推
論
で
は
あ
る
が
、『
大
論
』
と

如
浄
が
共
に
記
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
龍
樹
へ
の
評
価

と
如
浄
を
結
び
つ
け
る
導
線
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

�『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
三
昧
と
『
正
法
眼
蔵
』「
三
昧
王
三
昧
」

巻
に
つ
い
て

　
「
三
昧
」（sam

ādhi

）
は
、
一
般
に
は
最
広
義
の
定
を
指
し
、
定
、

定
意
、
三
摩
地
、
等
持
、
正
受
と
い
っ
た
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
周
知

の
通
り
、
定
は
「
心
を
統
一
」
す
る
事
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
有
り
様
と

し
て
種
々
の
様
相
を
も
つ
。
三
昧
の
成
立
や
展
開
、
各
種
三
昧
に
関
し

て
は
、『
仏
教
に
お
け
る
三
昧
思
想
』（
日
本
仏
教
学
会
編
、
一
九
七
六

年
刊
、
平
楽
寺
書
店
）
に
詳
し
い
。

　
『
大
論
』
で
は
大
き
く
分
け
て
二
種
の
三
昧
が
説
か
れ
る
。

有
二
種
三
昧
。
一
者
、
仏
三
昧
。
二
者
、
菩
薩
三
昧
。

〈
二
種
の
三
昧
有
り
。
一
つ
に
は
、
仏
の
三
昧
。
二
つ
に
は
菩
薩



道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―
（
永
井
）

三
〇
八

の
三
昧
な
り
。〉（『
大
正
』
二
五
、
一
二
八
頁
中
、「
初
品
中
十
方

菩
薩
来
釈
論
」）

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
の
三
昧
と
菩
薩
の
三
昧
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る）
（（
（

。

こ
の
二
種
の
三
昧
は
、「
般
舟
三
昧
」（
念
仏
三
昧
）
と
「
三
昧
王
三
昧）
（（
（

」

で
あ
ろ
う
。「
般
舟
三
昧
」
に
つ
い
て
は
、
武
田
浩
学
氏
『
大
智
度
論

の
研
究
』）
（（
（

に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、『
大
論
』
は
、
般
舟
三
昧
を

重
要
視
し
て
い
る
こ
と
が
、
指
摘
さ
れ
て
い
る）
（（
（

。
ま
た
、
こ
の
『
大

論
』
に
お
け
る
般
舟
三
昧
の
重
視
は
、『
般
舟
三
昧
経
』
の
影
響
が
あ

る
が
、『
般
舟
三
昧
経
』
が
阿
弥
陀
仏
一
仏
に
強
く
光
を
当
て
る
も
の

で
あ
る
の
に
対
し
、『
大
智
度
論
』
で
は
特
定
の
一
仏
に
限
定
さ
れ
な

い
「
諸
仏
」
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）
（（
（

。
般
舟
三
昧

に
つ
い
て
『
大
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

菩
薩
位
者
、
無
生
法
忍
是
。
得
此
法
忍
、
観
一
切
世
間
空
、
心
無

所
著
、
住
諸
法
実
相
中
、
不
復
染
世
間
。
復
次
、
般
舟
般
三
昧
、

是
菩
薩
位
。
得
是
般
舟
般
三
昧
、
悉
見
現
在
十
方
諸
仏
、
従
諸
仏

聞
法
、
断
諸
疑
網
。
是
時
菩
薩
心
不
動
搖
、
是
名
菩
薩
位
。

〈
菩
薩
位
と
は
、
無
生
法
忍
是
れ
な
り
。
此
の
法
忍
を
得
れ
ば
、

一
切
世
間
の
空
を
観
じ
、
心
に
著
す
る
所
無
く
、
諸
法
実
相
の
中

に
住
し
、
復
た
世
間
に
染
ま
ら
ず
。
復
た
次
に
、
般
舟
般
三
昧
、

是
れ
菩
薩
位
な
り
。
是
の
般
舟
般
三
昧
を
得
れ
ば
、
悉
く
現
在
十

方
の
諸
仏
に
見
え
、
諸
仏
の
法
を
聞
く
に
従
っ
て
、
諸
の
疑
網
を

断
ず
。
是
の
時
に
菩
薩
の
心
動
搖
せ
ず
、
是
れ
を
菩
薩
位
と
名
づ

く
。〉（『
大
正
』
二
五
、
二
六
二
頁
上
、「
初
品
大
慈
大
悲
義
」、）

　

こ
の
よ
う
に
般
舟
三
昧
は
、
菩
薩
の
三
昧
で
あ
る
。
ま
た
次
の
よ
う

に
も
あ
る）
（（
（

。

般
若
波
羅
蜜
．
阿
鞞
跋
致
品
中
、
仏
自
説
阿
鞞
跋
致
相
。
如
是
相

是
退
転
、
如
是
相
是
不
退
転
。（
中
略
）
復
次
、
得
三
法
。
一
者
、

若
一
心
作
願
欲
成
仏
道
、
如
金
剛
不
可
動
不
可
破
。
二
者
、
於
一

切
衆
生
、
悲
心
徹
骨
入
髓
。
三
者
、
得
般
舟
三
昧
、
能
見
現
在
諸

仏
。
是
時
名
阿
鞞
跋
致
。

〈
般
若
波
羅
蜜
の
阿
鞞
跋
致
品
中
に
、
仏
は
自
ら
阿
鞞
跋
致
相
を

説
く
。
如
是
の
相
は
是
れ
退
転
な
り
。
如
是
の
相
は
是
れ
不
退
転

な
り
。（
中
略
）
復
た
次
に
、
三
法
を
得
べ
し
。
一
に
は
、
若
し

一
心
に
願
を
作
し
仏
道
を
成
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
金
剛
の
如
く
動
か

す
べ
か
ら
ず
、
破
す
る
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
二
つ
に
は
、
一
切

衆
生
に
於
い
て
、
悲
心
骨
に
徹
し
髓
に
入
る
。
三
に
は
、
般
舟
三

昧
を
得
て
、
能
く
現
在
の
諸
仏
を
見
る
。
是
の
時
、
阿
鞞
跋
致
と

名
づ
く
。〉（『
大
正
』
二
五
巻
、
八
六
頁
上
、「
初
品
中
菩
薩
釈

論
」）

　

こ
の
よ
う
に
、
退
転
の
可
能
性
の
あ
る
菩
薩
か
ら
、
不
退
転
の
菩
薩

で
あ
る
「
阿
鞞
跋
致
」
菩
薩
へ
の
条
件
と
し
て
、
般
舟
三
昧
に
よ
る

「
見
仏
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
般
舟
三
昧
は
念
仏
三
昧
と
称
さ
れ
る

よ
う
に）
（（
（

、
仏
を
求
め
る
行
で
あ
る
。
即
ち
般
舟
三
昧
の
目
的
は
「
見
仏
」

に
あ
る
と
言
え
よ
う）

（（
（

。



道
元
禅
師
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度
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』
―
『
正
法
眼
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昧
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―
（
永
井
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三
〇
九

　

次
に
「
三
昧
王
三
昧
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
昧
王
三
昧
は
三
昧
中

の
王
で
あ
り）

（（
（

、
ま
た
「
此
の
如
き
の
三
昧
は
唯
だ
仏
の
み
能
く
知
り
た

ま
え
り
」（『
大
正
』
二
五
巻
、
一
一
一
頁
下
）
と
仏
の
三
昧
と
し
て
の

み
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
次
の
様
に
説
か
れ
る
。

爾
時
、
世
尊
自
敷
師
子
座
、
結
跏
趺
坐
、
直
身
繫
念
在
前
、
入
三

昧
王
三
昧
。
一
切
三
昧
悉
入
其
中
。

〈
爾
の
時
、
世
尊
は
自
ら
師
子
座
を
敷
き
、
結
跏
趺
坐
し
て
、
直

身
し
て
、
繫
念
前
に
在
り
、
三
昧
王
三
昧
に
入
る
。
一
切
の
三
昧

は
悉
く
其
の
中
に
入
る
。〉（『
大
正
』
二
五
、
一
一
一
頁
上
）

　

と
、
あ
る
よ
う
に
、
一
切
の
三
昧
を
内
包
す
る
三
昧
の
王
で
あ
る
。

そ
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

問
曰
、
多
有
坐
法
、
仏
何
以
故
唯
用
結
跏
趺
坐
。
答
曰
、
諸
坐
法

中
結
跏
趺
坐
最
安
穏
、
不
疲
極
、
此
是
坐
禅
人
坐
法
。
攝
持
手
足
、

心
亦
不
散
。
又
於
一
切
四
種
身
儀
中
、
最
安
穏
。
此
是
禅
坐
取
道

法
坐
。
魔
王
見
之
、
其
心
憂
怖
。
如
是
坐
者
、
出
家
人
法
。
在
林

樹
下
結
跏
趺
坐
、
衆
人
見
之
皆
大
歓
喜
、
知
此
道
人
必
当
取
道
。

〈
問
う
て
曰
く
、
多
く
の
坐
法
あ
る
に
、
仏
は
何
を
以
て
の
故
に

唯
だ
結
跏
趺
坐
を
用
う
る
や
。
答
え
て
曰
く
、
諸
の
坐
法
中
に
結

跏
趺
坐
最
も
安
穏
な
り
、
疲
極
せ
ず
、
此
は
是
れ
坐
禅
の
人
の
坐

法
な
り
。
手
足
を
攝
持
せ
ば
、
心
も
亦
た
散
ぜ
ず
。
又
た
一
切
四

種
身
儀
中
に
於
い
て
、
最
も
安
穏
な
り
。
此
れ
は
是
れ
禅
坐
は
道

を
取
る
法
の
坐
な
り
、
魔
王
之
を
見
て
、
其
の
心
憂
怖
す
。
是
の

如
き
の
坐
は
、
出
家
人
の
法
な
り
。
林
樹
の
下
に
在
り
て
結
跏
趺

坐
せ
ば
、
衆
人
は
之
を
見
て
皆
な
大
い
に
歓
喜
し
、
此
道
人
の
必

ず
当
に
道
を
取
る
を
知
る
。〉（『
大
正
』
二
五
、
一
一
一
頁
中
）

　

結
跏
趺
坐
が
身
心
共
に
最
も
安
穏
で
あ
り
、「
此
是
禅
坐
取
道
法

坐
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
道
を
あ
き
ら
め
る
坐
禅
で
あ
る
と
説
く
の
で

あ
る
。

　

周
知
の
如
く
、
こ
の
「
三
昧
王
三
昧
」
を
中
心
に
説
か
れ
る
の
が
、

『
正
法
眼
蔵
』「
三
昧
王
三
昧
」
巻
で
あ
る）

（（
（

。
同
巻
は
、
如
浄
の
「
身
心

脱
落
」
の
説
示
と
、『
大
論
』
の
「
三
昧
」
に
つ
い
て
の
引
用
の
み
で

構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
巻
で
あ
る
。
ま
ず
有
名
な
如
浄
の

説
示
で
あ
る
「
参
禅
者
、
身
心
脱
落
也
、
祇
管
打
坐
始
得
、
不
要
焼

香
・
礼
拝
・
念
仏
・
修
懺
・
看
経
」
を
引
用
し
、

打
坐
の
仏
法
な
る
こ
と
、
仏
法
は
打
坐
な
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た

る
、
ま
れ
な
り
。
た
と
ひ
打
坐
を
仏
法
と
体
解
す
と
い
ふ
と
も
、

打
坐
を
打
坐
と
し
れ
る
、
い
ま
だ
あ
ら
ず
。
い
は
ん
や
仏
法
を
仏

法
と
保
任
す
る
あ
ら
ん
や
。（『
全
集
』
二
巻
、
一
七
八
頁
）

こ
の
よ
う
に
坐
禅
が
仏
法
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て

『
大
論
』
巻
七
「
放
光
釈
論
」
に
あ
る
偈）

（（
（

を
依
用
す
る
。

釈
迦
牟
尼
仏
、
告
大
衆
言
、
若
結
跏
趺
坐
、
身
心
証
三
昧
、
威
徳

衆
恭
敬
、
如
日
照
世
界
。
除
睡
懶
覆
心
、
身
軽
不
疲
懈
、
覚
悟
亦

軽
便
、
安
坐
如
龍
蟠
。
見
画
跏
趺
坐
、
魔
王
亦
驚
怖
、
何
況
証
道

人
、
安
坐
不
傾
動
。
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師
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三
一
〇

〈
釈
迦
牟
尼
仏
、
大
衆
に
告
げ
て
言
く
、
結
跏
趺
坐
す
る
が
若
き

は
、
身
心
に
三
昧
を
証
し
、
威
徳
、
衆
の
恭
敬
す
る
こ
と
、
日
の

世
界
を
照
ら
す
が
如
し
。
睡
懶
を
覆
う
心
を
除
き
、
身
軽
く
し
て

疲
懈
せ
ず
、
覚
悟
し
て
亦
た
軽
便
、
安
坐
し
て
龍
の
蟠
が
如
し
。

跏
趺
坐
を
画
く
を
見
る
に
、
魔
王
も
亦
た
驚
怖
す
、
何
に
況
ん
や

証
道
の
人
の
、
安
坐
し
て
傾
動
せ
ざ
る
を
や
。〉（『
全
集
』
二
巻
、

一
七
八
頁
）

　

傍
線
を
記
し
た
一
文
は
、『
大
論
』
で
は
、「
身
安
入
三
昧
」
と
あ
り
、

『
正
法
眼
蔵
』
で
は
「
心
」
の
字
が
添
加
さ
れ
て
い
る
。
先
に
如
浄
の

「
身
心
脱
落
」
が
引
か
れ
て
か
ら
の
一
文
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
後
人

に
よ
る
も
の
で
は
無
く
、
禅
師
が
意
図
的
に
添
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
添
加
が
原
意
か
ら
離
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。『
大

論
』
十
六
巻
「
毘
梨
耶
波
羅
蜜
義
」
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

如
仏
所
説
、
爾
時
、
菩
薩
精
進
、
不
見
身
、
不
見
心
、
身
無
所
作
、

心
無
所
念
、
身
心
一
等
而
無
分
別
。
所
求
仏
道
以
度
衆
生
、
不
見

衆
生
為
此
岸
、
仏
道
為
彼
岸
。
一
切
身
心
所
作
放
捨
、
如
夢
所
為
、

覚
無
所
作
。
是
名
寂
滅
諸
精
進
故
、
名
為
波
羅
蜜
。

〈
仏
の
所
説
の
如
く
ん
ば
、
爾
の
時
、
菩
薩
は
精
進
し
て
、
身
を

見
ず
、
心
を
見
ず
、
身
に
所
作
な
く
、
心
に
所
念
な
く
、
身
心
は

一
等
に
し
て
分
別
な
し
。
求
む
る
所
の
仏
道
を
以
て
衆
生
を
度
す

る
に
、
衆
生
を
此
岸
と
為
し
、
仏
道
を
彼
岸
と
為
す
こ
と
を
見
ず
。

一
切
の
身
心
の
所
作
を
放
捨
す
る
こ
と
、
夢
に
為
す
所
は
覚
め
て

所
作
無
き
が
如
し
。
是
を
寂
滅
と
名
づ
け
、
諸
の
精
進
の
故
に
、

波
羅
蜜
と
名
づ
く
。〉（『
大
正
』
二
五
、
一
八
〇
頁
上
）

　

こ
の
よ
う
に
身
心
は
一
等
に
し
て
、
分
別
さ
れ
て
捉
え
ら
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
大
論
』
は
空
思
想
を
基

本
的
立
場
に
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
も
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
引
用
さ
れ
た
文
は
、
元
来
は
偈
で
あ
る
。

そ
れ
を
禅
師
は
偈
の
体
裁
を
崩
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
心
」
を
添
加
す

る
事
を
可
能
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
道
元
禅
師
は
こ
の
一
段

を
拈
じ
て
、「
よ
の
つ
ね
に
打
坐
す
る
、
福
徳
無
量
な
り
」
と
、
原
意

と
自
ら
の
坐
禅
を
よ
り
明
解
に
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
続
い

て
次
の
よ
う
に
引
用
す
る）
（（
（

。

釈
迦
牟
尼
仏
、
告
大
衆
言
、
以
是
故
結
跏
趺
坐
。
復
次
如
来
世
尊
、

教
諸
弟
子
応
如
是
坐
。
或
外
道
輩
、
或
常
翹
足
求
道
、
或
常
立
求

道
、
或
荷
足
求
道
。
如
是
狂
狷
、
心
没
邪
海
、
形
不
安
穏
。
以
是

故
、
仏
教
弟
子
結
跏
趺
坐
直
身
坐
。
何
以
故
、
直
身
心
易
正
故
。

其
身
直
坐
、
則
心
不
懶
。
端
心
正
意
、
繋
念
在
前
。
若
心
馳
散
、

若
身
傾
動
、
摂
之
令
還
。
欲
証
三
昧
、
欲
入
三
昧
、
種
種
馳
念
、

種
種
散
乱
、
皆
悉
摂
之
。
如
此
修
習
、
証
入
三
昧
王
三
昧
。

〈
釈
迦
牟
尼
仏
、
大
衆
に
告
げ
て
言
く
、
是
を
以
て
の
故
に
、
結

跏
趺
坐
す
。
復
た
次
に
如
来
世
尊
、
諸
の
弟
子
に
応
に
是
の
如
く

坐
す
べ
し
と
教
う
。
或
い
は
外
道
の
輩
、
或
い
は
常
に
翹
足
し
道

を
求
め
、
或
い
は
常
に
立
ち
て
道
を
求
め
、
或
い
は
足
を
荷
て
道
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を
求
む
。
是
の
如
き
は
狂
狷
、
心
は
邪
海
に
没
し
、
形
は
安
穏
な

ら
ず
。
是
を
以
て
の
故
に
、
仏
、
弟
子
に
結
跏
趺
坐
直
身
の
坐
を

教
う
。
何
を
以
て
の
故
に
、
直
身
は
心
正
し
易
き
が
故
な
り
。
其

の
身
直
く
坐
せ
ば
、
則
ち
心
懶
う
か
ら
ず
。
端
心
正
意
に
し
て
、

繋
念
、
前
に
在
り
。
若
し
く
は
心
馳
散
し
、
若
し
く
は
身
傾
動
せ

ば
、
之
を
摂
し
て
還
ら
し
む
。
三
昧
を
証
せ
ん
と
欲
し
、
三
昧
に

入
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
種
種
の
馳
念
、
種
種
の
散
乱
、
皆
悉
く
之
に

摂
す
。
此
の
如
く
修
習
す
れ
ば
、
三
昧
王
三
昧
に
証
入
す
。〉

（『
全
集
』
二
巻
、
一
七
九
頁
）

　

先
の
偈
の
直
後
の
一
段
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、『
大
論
』
当
該
部
と

比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
全
同
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
繁
を
厭
わ
ず
『
大

論
』
を
次
に
揚
げ
る
。

以
是
故
、
結
跏
趺
坐
。
復
次
、
仏
教
弟
子
応
如
是
坐
。
有
外
道
輩
、

或
常
翹
足
求
道
、
或
常
立
、
或
荷
足
。
如
是
狂
狷
、
心
没
邪
海
、

形
不
安
穏
。
以
是
故
、
仏
教
弟
子
結
加
趺
直
身
坐
。
何
以
故
。
直

身
心
易
正
故
。
其
身
直
坐
則
心
不
嬾
。
端
心
正
意
、
繫
念
在
前
。

若
心
馳
散
、
攝
之
令
還
。
欲
入
三
昧
故
、
種
種
馳
念
皆
亦
攝
之
。

如
此
繫
念
、
入
三
昧
王
三
昧
。（『
大
正
』
二
五
巻
、
一
一
一
頁

中
）

　
『
大
論
』
で
の
「
以
是
故
」
は
、
先
の
引
用
文
を
指
し
示
す
が
、
先

に
見
た
よ
う
に
禅
師
は
原
意
の
読
み
替
え
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、『
正
法
眼
蔵
』
で
も
原
意
そ
の
ま
ま
に
先
の
文
を
指
す
。

　
『
正
法
眼
蔵
』
の
傍
線
部
に
示
し
た
箇
所
は
、
全
て
禅
師
に
よ
る
添

加
で
あ
る）

（（
（

。
ま
ず
「
若
身
傾
動
」
と
「
種
種
散
乱
」
は
対
応
し
て
お
り
、

「
心
」
の
「
み
だ
れ
」
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、「
身
」
の
「
み
だ
れ
」
も

同
様
に
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。『
大
論
』
の
説
示
は
、「
直

身
」
の
結
跏
趺
坐
に
よ
る
「
心
易
正
」
と
い
う
効
用
を
説
い
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
改
め
て
「
身
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
事
は
し
な
い
の
で

あ
る
が
、
禅
師
に
よ
る
「
身
」
に
つ
い
て
の
添
加
は
、
三
昧
王
三
昧
を

「
空
三
昧
」
と
い
う
原
意）
（（
（

に
、
近
づ
け
る
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

ま
た
「
欲
証
三
昧
」
で
あ
る
が
、「
入
」
と
「
証
」
共
に
さ
と
る
と

言
う
意
味
に
と
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
入
」
は
境
地
に
入
る
で
あ
り
、

「
証
」
は
明
ら
か
に
す
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。「
三
昧
王
三

昧
に
証
入
す
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
真
理
を
さ
と
っ
て
仏
の
境
地
に

入
る
、
と
、
三
昧
王
三
昧
が
仏
の
境
涯
で
あ
る
こ
と
の
強
調
と
も
と
れ

る
。

　

と
こ
ろ
で
『
大
論
』
で
は
三
昧
王
三
昧
に
「
入
」
る
と
の
み
説
か
れ

て
お
り
、「
証
」
す
る
と
は
説
か
れ
な
い
。
仏
が
こ
の
三
昧
王
三
昧
に

入
る
こ
と
を
『
大
論
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

①
仏
欲
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
、
入
三
昧
王
三
昧
。

〈
仏
は
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
を
説
か
ん
と
欲
し
、
三
昧
王
三
昧
に
入

る
。〉（『
大
正
』
二
五
、
一
一
二
頁
下
）

②
復
次
、
仏
在
王
舍
城
耆
闍
崛
山
中
、
説
是
般
若
波
羅
蜜
時
、
仏
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四
部
衆
及
諸
外
道
、
在
家
、
出
家
、
諸
天
龍
、
鬼
神
等
、
種
種
大

衆
集
会
。
仏
入
三
昧
王
三
昧
、
放
大
光
明
、
遍
照
恒
河
沙
等
世
界
、

地
六
種
震
動
。
説
是
般
若
波
羅
蜜
六
波
羅
蜜
、
乃
至
三
無
漏
根
。

〈
復
次
に
、
仏
、
王
舍
城
の
耆
闍
崛
山
中
に
在
り
て
、
是
の
般
若

波
羅
蜜
を
説
く
時
、
仏
の
四
部
衆
及
び
諸
の
外
道
、
在
家
、
出
家
、

諸
の
天
龍
、
鬼
神
等
、
種
種
の
大
衆
集
会
す
。
仏
三
昧
王
三
昧
に

入
り
て
、
大
光
明
を
放
ち
、
遍
く
恒
河
沙
等
の
世
界
を
照
ら
し
、

地
は
六
種
に
震
動
す
。
是
の
般
若
波
羅
蜜
、
六
波
羅
蜜
、
乃
至
三

無
漏
根
を
説
く
。〉（『
大
正
』
二
五
、
二
三
六
頁
中
、「
初
品
十
力

釈
論
」）

③
問
曰
、
仏
一
切
智
無
所
不
知
。
何
以
故
入
此
三
昧
王
三
昧
、
然

後
能
知
。
答
曰
、�

欲
明
智
慧
従
因
縁
生
故
、
止
外
道
六
師
輩
言
、

我
等
智
慧
一
切
時
常
有
常
知
故
。
以
是
故
言
仏
入
三
昧
王
三
昧
故

知
、
不
入
則
不
知
。

〈
問
う
て
曰
く
。
仏
は
一
切
智
に
し
て
知
ら
ざ
る
所
無
し
。
何
を

以
て
の
故
に
此
の
三
昧
王
三
昧
に
入
り
て
、
然
し
て
後
に
能
く
知

る
や
。
答
え
て
曰
く
。
智
慧
は
因
縁
に
従
り
生
ず
る
事
を
明
ら
か

に
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
な
り
。
外
道
の
六
師
の
輩
が
、
我
等
が
智

慧
は
一
切
時
に
常
に
有
り
常
に
知
る
、
と
言
う
を
止
め
ん
が
故
な

り
。
是
れ
を
以
て
の
故
に
言
く
、
仏
は
三
昧
王
三
昧
に
入
る
が
故

に
知
り
、
入
ら
ざ
れ
ば
則
ち
知
ら
ず
と
。〉（『
大
正
』
二
五
、
一

一
一
頁
下
）

　

こ
の
よ
う
に
、
仏
が
三
昧
王
三
昧
に
入
る
の
は
、
般
若
波
羅
蜜
、
即

ち
完
全
な
る
智
慧
を
説
く
た
め
で
あ
り
、
ま
た
智
慧
の
空
な
る
こ
と
を

説
く
為
で
あ
る
と
し
て
い
る）
（（
（

。「
仏
は
三
昧
王
三
昧
に
入
る
が
故
に
知

り
、
入
ら
ざ
れ
ば
則
ち
知
ら
ず）
（（
（

」
と
い
う
こ
と
は
、
三
昧
王
三
昧
に
入

る
こ
と
の
結
果
と
し
て
般
若
波
羅
蜜
が
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
般
若
波
羅
蜜
を
証
す
る
三
昧
が
、『
大
論
』
に
説
か
れ
る
「
三
昧

王
三
昧
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、『
大
論
』

に
説
か
れ
る
仏
で
あ
る
か
ら
般
若
波
羅
蜜
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
例
え

ば
『
法
華
経
』
で
あ
れ
ば
、
二
乗
作
仏
や
仏
の
久
遠
実
成
な
る
こ
と
を

説
く
で
あ
ろ
う
し
、『
涅
槃
経
』
で
あ
れ
ば
、
悉
有
仏
性
や
涅
槃
の
常

楽
我
常
な
ど
を
説
く
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
所
依
の
経
典
を
設
定
し
な
い

状
態
で
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
三
昧
王
三
昧
は
仏
の
境
涯
で
あ
る
、
と
い

う
見
解
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
見
解
の
上
で
、

先
の
証
入
の
語
が
三
昧
王
三
昧
が
仏
の
境
涯
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

意
味
で
添
加
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
察
も
成
立
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

話
を
戻
す
と
、
禅
師
は
こ
の
引
用
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

あ
き
ら
か
に
し
り
ぬ
、
結
跏
趺
坐
、
こ
れ
三
昧
王
三
昧
な
り
、
こ

れ
証
入
な
り
。
一
切
の
三
昧
は
、
こ
の
王
三
昧
の
眷
属
な
り
。
結

跏
趺
坐
は
、
直
身
な
り
、
直
心
な
り
、
直
身
心
な
り
、
直
仏
祖
な

り
、
直
修
証
な
り
。
直
頂
寧
な
り
、
直
命
脈
な
り
。（『
全
集
』
二

巻
、
一
八
〇
頁
）
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こ
の
よ
う
に
結
跏
趺
坐
が
、
そ
の
ま
ま
直
ち
に
、「
身
、
心
、
身
心
、

仏
祖
、
修
証
、
頂
寧
、
命
脈
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
こ
れ

す
な
は
ち
黄
巻
朱
軸
な
り
」
と
し
て
一
切
の
経
典
で
あ
る
と
し
、「
ほ

と
け
の
、
ほ
と
け
を
み
る
、
こ
の
時
節
な
り
。
こ
れ
、
衆
生
成
仏
の
正

当
恁
麼
時
な
り
」
と
述
べ
る
。
仏
の
境
涯
で
あ
る
三
昧
王
三
昧
＝
結
跏

趺
坐
で
あ
る
か
ら
、
坐
禅
す
る
正
当
任
麼
時
が
ほ
と
け
で
あ
り
、
ま
た

万
法
（
仏
）
に
証
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
坐
禅
を
諸
行
・
諸
経
・
諸
三
昧
の
根
源
と
見
る
事
は
既

に
「
弁
道
話
」
を
始
め
と
し
た
著
述
に
見
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
「
三

昧
王
三
昧
」
巻
は
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
結
跏
趺
坐
を
強
調
し
た
事
に

特
徴
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
果
た
し
て
結
跏
趺
坐
を
標

榜
す
る
為
だ
け
に
『
大
論
』
を
用
い
、
こ
の
巻
を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
筆
者
は
「
三
昧
王
三
昧
」
巻
の
成
立
の
背
景
に
如
浄
の
説
示
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
考
え
る
、
如
浄
が
『
宝
慶
記
』
に
お
い
て
、

『
大
論
』
の
説
を
用
い
示
し
た
一
段
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る）

（（
（

。

和
尚
或
時
示
し
て
曰
く
「
羅
漢
と
支
仏
の
坐
禅
は
、
著
味
せ
ず
と

雖
も
、
大
悲
を
か
く
。
故
に
仏
祖
の
大
悲
を
先
と
為
し
、
一
切
衆

生
を
度
さ
ん
と
誓
う
坐
禅
に
は
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
西
天
の
外

道
も
ま
た
坐
禅
す
る
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
外
道
に
は
必
ず
三
患

有
り
。
謂
く
著
味
、
謂
く
驕
慢
な
り
。
所
以
に
、
永
く
仏
祖
の
坐

禅
と
異
な
る
な
り
。
又
た
声
聞
の
中
に
も
亦
た
坐
禅
有
り
。
然
り

と
雖
も
声
聞
は
、
慈
悲
乃
ち
薄
し
。
諸
法
中
に
於
い
て
、
利
智
を

以
て
諸
法
実
相
を
貫
通
せ
ず
。
独
り
自
身
の
み
を
善
く
し
、
断
諸

の
仏
種
を
断
ず
。
所
以
に
、
永
く
仏
祖
の
坐
禅
と
異
な
る
な
り
。

謂
ゆ
る
仏
祖
の
坐
禅
と
は
、
初
発
心
よ
り
、
一
切
諸
仏
の
法
を
集

め
ん
と
願
い
、
故
に
坐
禅
中
に
於
い
て
、
衆
生
を
忘
れ
ず
、
衆
生

を
捨
て
ず
、
乃
至
昆
虫
に
も
、
常
に
慈
念
を
給
い
、
誓
っ
て
済
度

を
願
い
、
所
有
の
功
徳
を
一
切
に
廻
向
す
る
な
り
。
是
の
故
に
仏

祖
は
、
常
に
欲
界
に
在
り
て
坐
禅
弁
道
す
。
欲
界
中
に
於
い
て
、

唯
だ
瞻
部
州
を
最
た
る
因
縁
と
為
す
。
世
世
に
諸
の
功
徳
を
修
し
、

心
の
柔
軟
を
得
る
な
り
。」
と
。

道
元
拝
し
て
白
さ
く
「
作
麼
生
か
是
れ
心
の
柔
軟
な
る
を
得
ん
」

と
。

和
尚
示
し
て
「
仏
仏
祖
祖
の
身
心
脱
落
を
弁
肯
す
る
は
、
乃
ち
柔

軟
心
な
り
。
這
箇
を
喚
び
て
仏
祖
の
心
印
と
な
す
な
り
。」
と
。

（
原
漢
文
）（『
全
集
』
七
巻
、
三
九
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
如
浄
は
坐
禅
に
お
け
る
慈
悲
の
強
調
を
し
た
と
い
う）

（（
（

。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
坐
禅
に
お
け
る
利
他
行
の
強
調
は
、
中
国
禅
宗

の
中
で
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る）

（（
（

。

　

確
か
に
鏡
島
氏
が
、
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
を
「
救
生
篇
」、
七

十
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
を
「
弘
法
編
」
と
性
格
付
け
、
名
付
け
た）

（（
（

よ

う
に
、
少
な
く
と
も
「
三
昧
王
三
昧
」
巻
に
直
接
的
な
慈
悲
の
強
調
は

為
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
説
示
を
踏
ま
え
る

と
、
こ
の
『
大
論
』
を
用
い
坐
禅
（
結
跏
趺
坐
）
を
標
榜
す
る
こ
と
は
、



道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―
（
永
井
）

三
一
四

坐
禅
に
お
け
る
慈
悲
の
強
調
が
、
内
包
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

む
す
び
に
か
え
て

　

以
上
、
道
元
禅
師
に
お
け
る
『
大
智
度
論
』
の
依
用
を
確
認
し
、

『
大
論
』
の
「
三
昧
」
と
、
道
元
禅
師
の
「
三
昧
」
と
の
関
係
を
「
三

昧
王
三
昧
」
巻
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。
道
元
禅
師
が
、
自
ら
の
法
門

を
、「
仏
作
、
仏
行
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、

周
知
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
意
識
を
形
成
す
る
上
で
、
こ
の
『
大
論
』

の
「
三
昧
王
三
昧
」
が
果
た
し
た
役
割
は
、
極
め
て
大
き
な
も
の
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
結
果
、
こ
の
『
大
論
』
に
お
け
る
坐
禅
の
受
容

が
、
龍
樹
―
如
浄
―
道
元
禅
師
と
い
う
思
想
的
流
れ
の
展
開
を
想
わ
さ

せ
る
の
で
あ
り
、
従
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
、
道
元
禅
が
、
中
国
禅
の

機
械
的
受
容
か
否
か
、
と
い
う
問
題
や
、
如
浄
か
ら
道
元
禅
師
へ
の
思

想
的
受
容
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
解
決
す
る
一
つ

の
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

当
面
『
大
論
』
が
著
述
・
説
示
中
に
四
十
二
例
依
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
が
、
こ
れ
が
全
て
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
直
接
の
引

用
は
と
も
か
く
と
し
て
、
依
用
に
関
し
て
の
検
討
は
未
だ
十
分
と
は
言

え
な
い
と
思
う
。
ま
た
「
三
昧
」
に
つ
い
て
、「
海
印
三
昧
」
巻
や

「
自
証
三
昧
」
巻
等
、
他
の
三
昧
に
関
す
る
考
察
、
ま
た
中
国
禅
、
天

台
教
学
に
お
け
る
四
種
三
昧
を
含
め
た
論
考
は
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て

行
え
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）�

鏡
島
元
隆
氏
『
道
元
禅
師
に
お
け
る
引
用
経
典
・
語
録
の
研
究
』
二
二

四
頁

（
２
）�『
大
蔵
経
』
の
巻
数
は
略
し
、
※
は
『
大
論
』
以
外
が
第
一
出
典
で
あ
る

と
判
明
し
て
い
る
も
の
に
附
し
た
。
備
考
②
は
、
引
用
文
前
後
に
如
浄
に

関
す
る
記
述
が
有
る
も
の
に
附
し
た
。『
宝
慶
記
』
は
引
用
例
全
て
が
如
浄

の
語
の
た
め
特
に
指
摘
し
な
い
。

（
３
）�

細
や
か
な
単
語
に
関
し
て
は
、
未
だ
多
く
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
更
な

る
精
査
の
必
要
を
感
じ
る
。

（
４
）�

石
井
清
純
氏
「
道
元
撰
新
草
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
性
格
に
つ
い

て
」（『
松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報
』
五
、
一
九
九
一
年
、
所
収
）
で
は
、
十

二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
経
論
の
多
用
に
つ
い
て
、「
そ
れ
は
禅
師

が
自
身
の
思
想
、
境
涯
を
教
学
的
に
再
度
提
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

（
５
）�

十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
の
成
立
年
次
は
特
定
で
き
な
い
が
、
鏡
島
氏

は
、「
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
」（『
道
元
思
想
体
系
』
一
一
巻
、

思
想
篇
五
所
収
、
三
九
頁
）
に
お
い
て
、「
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
は
新

草
と
し
て
道
元
禅
師
に
よ
っ
て
、「
出
家
功
徳
」
巻
を
起
点
と
し
て
編
述
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
立
時
は
明
確
で
は
な
い
が
、「
出
家
」
巻
が
記



道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―
（
永
井
）

三
一
五

述
さ
れ
た
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
を
去
る
こ
と
程
経
た
な
い
こ
ろ
で
あ

ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

（
６
）�
春
秋
社
版
『
道
元
禅
師
全
集
』
二
巻
、
三
六
〇
頁
。（
以
下
、『
全
集
』）

（
７
）�

十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
は
、
経
典
・
論
書
の
長
文
引
用
か
ら
、
建
長

二
年
（
一
二
五
〇
）
の
波
多
野
氏
か
ら
の
一
切
経
の
寄
贈
後
に
推
敲
・
校

訂
さ
れ
た
可
能
性
も
高
い
で
あ
ろ
う
が
、
恐
ら
く
『
大
智
度
論
』
は
大
蔵

経
寄
贈
前
に
は
手
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

（
８
）�

石
井
清
純
氏
「『
学
道
用
心
集
』
に
お
け
る
龍
樹
の
語
の
引
用
に
つ
い

て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
七
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
〇
八
頁
）

（
９
）�

如
浄
が
『
大
論
』
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
宝

慶
記
』
に
お
け
る
如
浄
禅
師
の
『
大
智
度
論
』
の
依
用
に
つ
い
て
」（『
曹

洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
二
〇
一
一
年
所
収
）
参
照
。

（
⓾
）�『
永
平
広
録
』
巻
一
「
興
聖
寺
語
録
」
に
天
童
和
尚
語
録
到
上
堂
が
あ
る
。

（
⓫
）�

柳
田
聖
山
氏
（「
道
元
と
臨
済
」
思
想
五
三
号
）
と
伊
藤
洋
一
氏
（「
道

元
と
如
浄
」
弘
前
大
学
人
文
学
部
『
人
文
論
叢
』
第
九
巻
三
号
～
第
十
二

巻
九
号
）
は
、『
如
浄
語
録
』
到
来
を
機
に
道
元
禅
師
の
思
想
展
開
を
見
る
。

柳
田
氏
は
、『
如
浄
語
録
』
に
対
し
禅
師
が
怒
り
を
覚
え
た
と
す
る
の
に
対

し
、
伊
藤
氏
は
そ
れ
が
禅
師
に
と
っ
て
如
浄
と
の
感
動
的
な
再
会
で
あ
っ

た
と
す
る
。

（
⓬
）�

石
川
力
山
氏
「
祖
山
本
『
如
浄
録
』
に
つ
い
て
」（
道
元
思
想
体
系
九
巻
、

三
八
八
頁
）

（
⓭
）�

鏡
島
氏
『
前
掲
書
』
一
一
五
頁

（
⓮
）�

こ
の
よ
う
に
、『
大
論
』
で
は
三
昧
を
二
種
に
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
仏
は
是
の
三
昧
王
三
昧
に
入
り
て
、
一
切
の
仏
法
の
宝
蔵
を
悉
く
開
い
て
、

悉
く
看
る
。
こ
の
三
昧
王
三
昧
の
中
に
観
了
り
て
、
自
ら
、
我
が
此
の
法

蔵
は
無
量
無
敷
に
し
て
、
思
議
す
べ
か
ら
ず
、
と
念
ず
。
然
し
て
後
、
三

昧
よ
り
安
庠
と
し
て
起
ち
、
天
眼
を
以
て
衆
生
を
観
、
衆
生
の
貧
苦
を
知

る
。
此
の
法
蔵
は
因
縁
に
従
っ
て
得
、
一
切
衆
生
も
ま
た
得
べ
し
。
但
だ

痴
冥
に
坐
し
て
、
求
め
ず
、
索
め
ざ
る
の
み
。」（『
大
正
』
二
十
五
、
一
一

二
頁
中
）
と
、
こ
の
よ
う
に
一
切
衆
生
も
三
昧
王
三
昧
に
入
り
無
量
無
數

の
法
蔵
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
衆
生
は
迷
妄
に
坐
し
、
一
切
法
を
求

め
な
い
こ
と
に
よ
り
、
貧
苦
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
仏
の
三
昧
で
あ
る
王
三
昧
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
は
説
か
な
い
。

（
⓯
）�『
増
壹
阿
含
経
』
巻
四
一
（『
大
正
』
二
、
七
七
三
頁
下
）「
知
空
三
昧
者
、

於
諸
三
昧
最
為
第
一
三
昧
、
王
三
昧
者
、
空
三
昧
是
也
」
と
あ
り
、
ま
た

雑
阿
含
経
（『
大
正
』
二
、
五
七
頁
中
）
に
は
、「
舍
利
弗
白
仏
言
「
世
尊
。

我
今
於
林
中
入
空
三
昧
禅
住
。」
仏
告
舍
利
弗
「
善
哉
、
善
哉
。
舍
利
弗
，

汝
今
入
上
座
禅
住
而
坐
禅
、
若
諸
比
丘
欲
入
上
座
禅
者
、
当
如
是
学
」
と

あ
る
。

（
⓰
）�

二
〇
〇
五
年
、
山
喜
房
佛
書
林
刊
。
同
書
で
は
般
舟
三
昧
を
中
心
に
論

考
が
為
さ
れ
て
い
る
が
、
三
昧
王
三
昧
に
関
す
る
論
考
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。

（
⓱
）�
武
田
氏
『
前
掲
書
』、
一
七
九
頁

（
⓲
）�
武
田
氏
『
前
掲
書
』、
一
八
八
頁
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禅
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て
―
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永
井
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三
一
六

（
⓳
）�『
大
正
』
二
十
五
、『
大
論
』
四
巻
、「
初
品
中
菩
薩
釋
論
」、
八
六
頁
上

（
⓴
）�

武
田
氏
『
前
掲
書
』、
一
八
五
頁
「『
般
舟
三
昧
経
』
を
始
め
、
諸
書
に

見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。」

（
㉑
）�『
正
法
眼
蔵
』「
見
仏
」
巻
に
お
け
る
「
見
仏
」
は
、『
大
論
』
に
お
け
る

般
舟
三
昧
と
は
趣
を
異
に
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。『
正
法
眼
蔵
』「
見

仏
」
巻
で
は
、『
大
論
』
は
用
い
ら
れ
て
な
い
事
も
あ
る
が
、
例
え
ば
「
お

ほ
よ
そ
一
切
諸
仏
は
、
見
釈
迦
牟
尼
仏
、
成
釈
迦
牟
尼
仏
す
る
を
、
成
道

作
仏
と
い
ふ
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
の
仏
儀
、
も
と
よ
り
こ
の
七
種
の
行

処
の
条
条
よ
り
う
る
な
り
」（「
見
仏
」
巻
、『
全
集
』
一
巻
、
一
〇
二
頁
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
菩
薩
の
階
梯
論
に
立
脚
す
る
『
大
論
』
の

般
舟
三
昧
に
よ
る
「
見
仏
」
と
は
趣
を
異
に
す
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た

「
是
法
華
経
者
」
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
正
法
眼
蔵
』「
見
仏
」
巻
で

は
、『
法
華
経
』
の
説
示
を
中
心
的
に
引
用
し
説
か
れ
て
い
る
事
に
は
注
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
㉒
）�「
こ
の
三
昧
は
諸
々
の
三
昧
の
中
に
お
い
て
、
最
も
第
一
に
し
て
、
自
在

に
能
く
無
量
の
諸
法
を
縁
ず
。（
中
略
）
一
切
の
天
上
天
下
に
て
は
仏
第
一

な
る
が
如
く
、
こ
の
三
昧
も
ま
た
か
く
の
如
く
、
諸
々
の
三
昧
の
中
に
お

い
て
、
最
も
第
一
な
り
」（『
大
正
』
二
十
五
、
一
一
一
頁
下
、「
初
品
放
光

釈
論
」、
以
下
、『
大
論
』
に
お
け
る
三
昧
王
三
昧
に
つ
い
て
は
「
初
品
放

光
釈
論
」
に
よ
る
の
で
、
こ
れ
を
略
す
）
と
あ
る
。

（
㉓
）�

他
の
三
昧
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、
周
知
の
通
り
『
正
法

眼
蔵
』
の
表
題
に
「
三
昧
」
の
語
を
抱
く
も
の
は
三
巻
あ
る
。
則
ち
「
海

印
三
昧
」
巻
、「
三
昧
王
三
昧
」
巻
、「
自
証
三
昧
」
巻
で
あ
る
。
ま
た
本

文
中
に
「
三
昧
」
の
語
を
用
い
、
そ
の
内
容
を
説
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、

「
弁
道
話
」、「
法
性
」
の
二
巻
が
あ
る
。
ま
た
本
文
中
に
散
見
さ
れ
る
「
三

昧
」
の
語
と
し
て
は
、「
無
相
三
昧
」（「
仏
性
」
巻
）、「
八
万
四
千
の
三
昧

陀
羅
尼
」（「
伝
衣
」
巻
、「
陀
羅
尼
」
巻
）、「
三
昧
華
」（「
空
華
」
巻
）、

「
無
情
三
昧
」（「
遍
参
」
巻
）、「
諸
仏
集
三
昧
」（「
発
菩
提
心
」
巻
）、「
手

裏
蔵
身
三
昧
」（「
優
曇
華
」
巻
）
等
が
あ
る
。
ま
た
、
天
台
教
学
に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
智
顗
が
『
摩
訶
止
観
』
で
説
い
た
、
四
種
三
昧
が
有
名

で
あ
る
。
類
似
す
る
三
昧
と
し
て
常
坐
三
昧
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と
の
詳
細

な
比
較
は
、
別
の
機
会
を
設
け
た
い
が
、
あ
く
ま
で
類
似
で
あ
り
、
同
一

の
も
の
で
は
無
い
。
勿
論
、
類
似
性
や
成
立
に
到
る
経
緯
を
鑑
み
れ
ば
、

そ
の
影
響
の
可
能
性
は
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
三
昧
」
の
名
が
附
さ
れ
て
い
る
巻
に
お
い
て
、
天
台
教
学
の
典
籍

が
引
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、「
自
証
三
昧
」
巻
に
お
け
る
「
或
従
知
識
、
或

従
経
巻
」
の
語
の
み
で
あ
る
事
を
一
言
し
て
お
き
た
い
。

（
㉔
）『
大
正
』
二
五
、
一
一
一
頁
中
。「
若
結
加
趺
坐
、
身
安
入
三
昧
。
威
德

人
敬
仰
、
如
日
照
天
下
。
除
睡
嬾
覆
心
、
身
軽
不
疲
懈
。
覚
悟
亦
軽
便
、

安
坐
如
龍
蟠
。
見
画
跏
趺
坐
、
魔
王
亦
愁
怖
、
何
況
入
道
人
、
安
坐
不
傾

動
。」

（
㉕
）�『
全
集
』
二
、
一
七
九
頁

（
㉖
）�
ま
た
「
繫
念
」
が
「
修
習
」
に
置
換
さ
れ
て
い
る
。「
繫
念
」
は
、
一
所

に
思
い
を
向
け
、
他
を
思
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
修
習
」
に
置



道
元
禅
師
と
『
大
智
度
論
』
―
『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
昧
に
つ
い
て
―
（
永
井
）

三
一
七

換
さ
れ
て
い
る
と
言
う
事
は
、「
念
」
と
い
う
「
心
」
の
所
作
の
み
で
は
な

く
、「
身
心
を
挙
し
て
の
修
習
」
と
い
う
意
図
で
あ
ろ
う
。

（
㉗
）�『
増
壹
阿
含
経
』
巻
四
一
（『
大
正
』
二
、
七
七
三
頁
下
）「
知
空
三
昧
者
、

於
諸
三
昧
最
為
第
一
三
昧
、
王
三
昧
者
、
空
三
昧
是
也
。」
と
あ
る
。
ま
た

雑
阿
含
経
（
五
七
頁
中
）
に
は
、「
舍
利
弗
白
仏
言
「
世
尊
。
我
今
於
林
中

入
空
三
昧
禅
住
。」
仏
告
舍
利
弗
「
善
哉
、
善
哉
。
舍
利
弗
，
汝
今
入
上
座

禅
住
而
坐
禅
、
若
諸
比
丘
欲
入
上
座
禅
者
、
当
如
是
学
。」
と
あ
る
。

（
㉘
）�

ま
た
様
々
な
方
便
の
為
に
三
昧
王
三
昧
に
入
る
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

神
力
を
見
た
人
が
人
に
非
ず
と
い
う
疑
い
を
断
ず
る
た
め
で
あ
っ
た
り

（『
大
正
』
二
五
巻
、
一
一
二
頁
上
）、
諸
天
や
辟
支
仏
な
ど
が
用
い
る
三
昧

に
入
っ
て
、
敬
う
心
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
入
る
な
ど
が
あ
る
。（
同
上
）

（
㉙
）�

こ
れ
は
三
昧
王
三
昧
に
入
れ
ば
仏
で
あ
り
、
入
ら
な
け
れ
ば
仏
で
は
な

い
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
、「
是
の
三
昧
王
三
昧
に
入
る
は
、
時
に
以
て

難
し
と
為
さ
ず
、
念
に
応
じ
て
則
ち
得
る
」（『
大
正
』
二
十
五
、
一
一
一

頁
上
）
と
、
自
在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
㉚
）�『
大
論
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
は
、『
大
正
』
二
十
五
、
一
八
八
頁
中
。

（
㉛
）�

こ
の
内
容
は
、『
永
平
広
録
』
巻
六
（『
全
集
』
四
、
二
七
頁
）、
巻
七

（『
全
集
』
四
、
九
七
頁
）
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
㉜
）�

石
井
修
道
氏
『
道
元
禅
の
成
立
史
的
研
究
』（
一
九
九
一
年
、
大
蔵
出
版
、

三
〇
頁
）。
石
井
氏
は
、
こ
の
『
大
論
』
の
説
は
、
達
摩
の
『
二
入
四
行

論
』
の
称
法
行
や
『
六
祖
壇
経
』
の
四
弘
誓
願
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

む
し
ろ
中
国
禅
の
大
き
な
流
れ
か
ら
は
、
忘
れ
去
ら
れ
た
と
指
摘
し
、
ま

た
『
大
論
』
一
七
巻
の
禅
波
羅
密
を
大
系
化
し
た
天
台
智
顗
の
『
摩
訶
止

観
』
や
『
天
台
小
止
観
』
に
お
い
て
も
、
歓
心
の
十
法
門
中
に
「
起
慈
悲

心
」
が
あ
っ
て
も
積
極
的
な
慈
悲
の
主
張
と
は
言
い
難
い
と
指
摘
し
て
い

る
。

（
㉝
）�「
十
二
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
」（『
前
掲
書
』、
四
一
頁
）


